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研究成果の概要（和文）： 

２０世紀初頭に活躍したイタリアの作家ガブリエレ・ダヌンツィオの作品世界と生涯を、その

詩的言語の先駆性とともに、社会的な意味での大衆との関係として検証した。そして、この作

家がいかに同時代的に国境を越えて読まれていたかを明らかにし、未公刊資料・書簡等から、

この作家のイメージや翻訳文学が２０世紀的な文化においてどのような影響力と意味を有して

いたかを明らかにし、新たな考察を加えた。特に日本の同時代読者に関して調査を行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This project of research has analyzed both the works and the life of Gabriele D’Annunzio, 

Italian writer internationally known and active at the beginning of the 20th century and 

has studied various types of documents to clarify how his poetical language and his life 

stile together conveyed the ideals of poetics, esthetic and politics to the popularized reading 

pubic beyond the national boundaries. A particular attention has been paid on his 

popularity among contemporary Japanese readers. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) １９世紀末から２０世紀初頭に活躍した
イタリアの小説家・詩人ガブリエレ・ダヌン
ツィオは、晩年の時代背景と同時代状況への
政治的な関与が影響し、作家としての評価が
第二次世界大戦後、非常に限定的なものにな
った時期があったが、言語表現としての文学
テクスト分析に限定せず、広くその行動やイ

メージを含めた作家の全体像をあらためて
２０世紀初頭の歴史背景の中で捉え直すこ
とが現在可能になっている。特に、この作家
の国際性に関し、同時代の日本での受領も含
めて再検討する。 

 

(2) この研究はダヌンツィオの作品と生涯の
軌跡を、２０世紀的な大衆社会と文学の枠組
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みの中で捉え直し、今まで分離して考えられ
がちだった文学的価値や詩的言語の問題を、
大衆や社会との関係の中で検証することで、
より広範な作家研究をめざし、さらにこの作
家を通じての２０世紀文学と読者や社会と
の関係について考察する。 

 

２．研究の目的 

(1) イタリア文学史上、現代詩の新しい詩的
言語の創設とその音楽性という点では、１９
７０年代以降再評価が進んでいたこの作家
について、さらに作家の生きた同時代的な背
景に位置づけつつ、どのような社会的政治的
文脈において、この作家のことばが意味をも
っていたのか、文学という制度がどのような
重要性をもちえたのかという観点から、再評
価することがまず第１の目的である。 

 

(2) さらに、この作家が先駆的に意識的に構
築しようとした新聞をはじめとする情報、メ
ディアとの関係や、「広告」の利用、政治的
行動、自らのイメージの演出、生活における
自己表現と美意識の実現などの側面に関し
て、従来の研究に多く見られたように、詩や
小説のことばとしての文学テクストと分け
て考えるのではなく、一つの文脈の中で包括
的に考察することが当研究の目ざすところ
である。 

 

(3) その上で、文学というジャンル自体と、
映画や音楽美術等の他の芸術運動との関係
や、言語や国境の枠を越えた２０世紀文化に
おけるこの国際作家の軌跡の意味を歴史的
文脈の中で再考する。 

 

３．研究の方法 

(1) 創作期間の長いこの作家について、作品
の書かれた年代とそれぞれの時代背景を考
慮しながら、あらためて作品研究を行うこと
がまず最初の作業として重要である。その上
で、その国際的な評価のうつりかわりを、当
時の関連資料、書評、翻訳等を参照して再構
築する方法を取る。 

 

(2) 従来の先行研究と現在のダヌンツィオ研
究の流れとを、研究者との交流や、イタリア
国内の図書館アーカイヴでの調査を通して
確認する。 

 

(3) 実際に作家が残した資料や草稿、書評、
読者との関係を示す書簡などが豊富に所蔵
され閲覧調査が可能な、晩年の邸宅でもある
ヴィットリアーレ図書館博物館での未公刊
資料調査を行う。日本でのダンヌンツィオ受
容については、作品の翻訳者・紹介者につい
て、国内での研究者との意見交換および図書
館資料館などで未公刊資料も含めた資料の

調査を行う。 

 
４．研究成果 
(1) ヴィットリアーレ財団・博物館長でダヌ
ンツィオ研究の第一人者であるジョルダー
ノ・ブルーノ・グエッリ氏、前館長でダヌン
ツィオ作品全集の監修者でもあるアンナマ
リア・アンドレオーリ氏、詩作品の研究で知
られるニーヴァ・ロレンツイーニ氏との意見
交換によりまず、最新のテクスト研究の成果
および、評伝的文化史的な研究が重要性をも
つ現在のダヌンツィオ研究の流れに当研究
を位置づけることができた。そして、イタリ
ア各地の図書館や資料館での調査から、ダヌ
ンツィオの同時代の読者・大衆からの評価や
国際的な人気について見直す作業を進める
ことができた。数回にわたるヴィットリアー
レ図書館アーカイヴで行った調査の結果は、
論文にまとめた。 
 
(2) さらに、初期の散文作品から、中期の詩
作品に見られる詩的言語の完成と、戯曲作家
としての創作の展開については、作品研究と
同時代批評の調査の両方から考察し、作家の
国際的な人気と翻訳作品や、フランスでの作
家の評価と同時代背景について考察する論
文としてまとめた。 
 
(3) この作家の有した国際的な側面として、
特に、大正昭和の日本文学への翻訳作品が与
えた影響と、文学者と社会との関係が日本に
おいても非常に重要であったその時代におけ
る人気や評価について、従来の研究になかっ
た視点と資料研究を提示することができた。
中でも、今まで知られていなかったダヌンツ
ィオとの関わりを示す、有島生馬、生田長江
らの未公刊資料、書簡をヴィットリアーレ図
書館アーカイヴで発見したことは、大きな成
果である。さらに日本近代文学館、鳥取県立
米子図書館、日野町図書館、神奈川近代文学
館、東京大学情報学環の新聞資料室等で、そ
れらの作家とダヌンツィオとの関わりや当時
の日本での評価、人気について、新聞記事、
写真、手稿等の調査を行い、あわせて、研究
者との意見交換を行った。そして、それらを
基にした、日本文学とダヌンツィオ作品の受
容に関して新たな分析と考察を展開すること
ができ、その一部を論文にまとめた。 
 日本においては２０世紀の初頭に詩人とし
ていわゆる「文学青年」たちがダヌンツィオ
作品を英語フランス語ドイツ語訳を通して読
み、さらに日本語への翻訳がなされるように
なっていく。それが１９１０年前後に、小説
家として広く読まれ、作品のスタイルが生活
の中に模倣されるまでになる風俗への影響ま
でが見られるようになる。そして、第一次世
界大戦への志願兵としての関わりや、戦後の



 

 

フィウメ占拠という行動が日本で知られるよ
うになると、この作家の人気はまさに国民的
なものとなったことが、当時の報道や、ヴィ
ットリアーレに残されている書簡等からうか
がわれ、日本の読者、大衆における人気は作
家が亡くなる１９３０年代まで続いたことが
検証できる。作品の読まれ方と作家像の受容
がどのように変遷し、読者がどのように広が
っていったかを、具体的な資料から明らかに
し、時代背景の中での文学の読まれ方と、「詩
人」と社会の関係の変化をたどることができ
た。 
 
(4) 小説、詩という文学テクストから発し、
劇場空間を越えて、さらに公共の場での政治
的な演説から、第一次大戦後のフィウメを占
領するという行動にいたり、晩年には私的空
間である「家」において美意識を表現したこ
のダヌンツィオという作家の足跡をたどるこ
とで、２０世紀の文学テクストと言葉が、い
かに大衆的な社会にむけて発信し、関係を取
り結ぶことが可能となったかを考察すること
となった。 
 
(5) 本研究の今後の展望と計画：これらの成
果は、当研究計画期間中および終了直後、論
文のほか、4回の招待講演という形で、イタリ
アの国際シンポジウム等において発表するこ
とができ、イタリアにおいても新しい発見や
国際的な文脈における分析として高い評価を
得た。日本においては、戦後から現在まで見
落とされて来たこの作家が大正昭和の日本文
学にどのような影響を与えたのかをあらため
て見直す作業につながるはずである。さらに、
戦後の三島由紀夫の文学や行動との関わりに
ついて、逸話的な比較に限定されない新たな
比較研究の視点が可能となるだろう。 
 現在、それらを評伝的な観点を取り入れて
一冊の本としてとめる単著を準備中である。 
また今後、この作家の作品と実践したさまざ
まな活動をたどり、文学の国際性と翻訳の問
題および大衆社会における「ことば」とメデ
ィアの関係としてとらえ、新たな基盤研究
（C）「ダヌンツィオと同時代文化―二十世紀
世界文学の翻訳可能性と大衆・社会・政治」
として発展させる予定である。その一環とし
て、論文、著書等の活字媒体だけでなく、作
家の軌跡を紹介し、当時のさまざまな時代背
景を示す資料をあわせて展示する展覧会を
開催して、より広く成果発表を行う計画であ
り、すでに準備段階に入っている。 
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